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研究目的 
本プロジェクトでは、近年進歩の著しいカメラとその周辺技術により、人の動作の実時間での認識・計測

を行い、これを、 
１）対人コミュニケーション特に非言語コミュニケーションの分析を進めること、 
２）対人コミュニケーションに役立てること、 

を目的として研究を進めている。 
知識・情報の流通であり，新しい知識の創造につながる、対人コミュニケーションについて理解を

深めることで、プロジェクト研究の課題に貢献することを目的としている。 
 
研究成果  
 本プロジェクト研究初年度は、2 つのサブ課題を検討した。 

一つは、身体動作の実時間認識であり、ユーザの腕の動作をモーションキャプチャ装置で実時間認識した。この応用

として、ユーザが複数あるターゲットのどれを選択しようとしているのかを、実際にユーザが選択するよりも早く、そ

の途中の動作から予測するという能動的インタフェースを試作した。今後、非言語情報の取得とその分析に発展させる

予定である。 

もう一つは、身体動作そのものではなく、動作の結果としての物体の動きを実時間認識するもので、食事という作業

に着目した。食事状況を食器と箸の動きを認識し、その履歴を得ることで判断した。応用として、食事状況に合わせ、

適当なタイミングで適当な品目を推薦するシステムを試作した。今後は、複数による会食を対象に発展させる予定であ

る。 

これらについて、研究会等で 5 件の学会発表を行った。 
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